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この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成しました。

築上町椎田社会福祉センター「自愛の家」は
令和 7年 4月 1日から利用を再開します！

4 月 1日の再開に向けて必要な準備を進めています。
引き続き皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。

オストメイトやおむつ
替えなどに対応した
多目的トイレに
変わりました！

授乳室（mamaro） 憩いのスペース

多目的トイレ
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築城社会福祉センターの入浴事業および子ども食堂、心配ごと相談等の
全ての事業は４月から築上町椎田社会福祉センター「自愛の家」で行い
ますので、引き続きよろしくお願いいたします。

火・木コース 水・金コース
経過時間 停車場所
10：05
10：09

10：12

10：18

10：20
10：25
10：30
10：33
10：35

10：45
10：48

11：12
11：16
11：20

11：24
11：26

11：41
11：43
11：46
11：48
11：50
11：53

メタセの杜
船迫バス停
　左折　一本松経由
比久尼原経由
　上別府交差点右折
下別府自衛隊築城宿舎入口
　ＪＡ築城交差点左折
ソピア前
築城駅
八津田小前
高塚公民館前
役場前左折
　１０号線経由
滝ノ本交差点右折
上ノ河内公民館
　広域農道経由
真如寺菓賓神社折り返し
小原公民館
野添池交差点左折
　県道５８号線経由
坂本交差点右折
自愛の家　着

旧岩丸小
下岩丸公民館
奈古農業集落センター
葛城小学校
坂本公民館
自愛の家　着

経過時間
10：06
10：10
10：35
10：37
10：38
10：42
10：44
10：46
10：50
10：53
10：54
10：57

11：00
11：05
11：10
11：13
11：20

11：36
11：39
11：42
11：44
11：50

停車場所

２　便 ２　便

入
浴
事
業
巡
回
バ
ス
通
過

予
定
時
刻
表

入
浴
事
業
巡
回
バ
ス
通
過

予
定
時
刻
表

※
右
記
時
刻
表
は
、
予
定
時
間
で
す
の
で
多
少
の

　
誤
差
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

袈裟丸（下城井小学校前）
川原バス停
上寒田バス停折り返し
越崎橋
旧寒田小学校前バス停
櫟原バス停
上本庄バス停
下本庄バス停
伝法寺（丸山畳店）
松丸バス停
上深野バス停
深野交差点右折
　広域農道経由
小山田交差点右折
上小山田野正橋折り返し
下小山田（旧小山田小学校前）
広末交差点右折
自愛の家　着

極楽寺公民館
佐敷
上日奈古公民館
下日奈古公民館
自愛の家　着
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「
伝
法
寺
の
行
事
」

日　程：令和 7年４月～ 11月までの第 3木曜日
　　　　全 9回　14:30 ～ 17:00
　　　　※講師の都合により日時の変更がある
　　　　　場合もあります。
対象者：町内にお住まいの 60歳以上の男性
定　員：10名（定員になり次第締め切らせて頂きます）
参加費：2,000 円
講　師：中川　文子 氏（築上町生活学校）

日　程：令和７年４月 17日～ 11月 13日
　　　　毎週木曜日　全 30回
　　　　※お盆休み８月 14日除く
　　　　４月・11月は 19:00～20:00 まで
　　　　５月～10月は 19:00～21:00 まで
対象者：高校生以上
定　員：20名
受講料：2,000 円

手話講習会　入門・基礎 男性料理教室

　
私
は
伝
法
寺
で
生
ま
れ
、
大
学

を
卒
業
す
る
ま
で
住
ん
で
い
ま
し

た
。 

就
職
と
同
時
に
北
九
州
市
民

と
な
り
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
こ
か
ら
、
子
ど
も
の
頃
の
伝
法

寺
の
行
事
に
つ
い
て
書
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
毎
年
、
大
晦
日
に
な
る
と
忍
誓

寺
で
除
夜
の
鐘
を
突
い
て
、
新
年

に
な
る
と
そ
の
ま
ま
大
人
の
方
と

一
緒
に 

岩
戸
見
神
社
に
初
詣
に
行

っ
て
い
ま
し
た
。 

二
月
二
十
五
日
、

二
十
六
日
に
は
正
光
寺
で
「
智
恵

の
文
殊
様
」
の
お
祭
り
が
あ
り
、

参
道
は
露
店
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。
小
学
校
は
半
ど
ん
で
、
急

い
で
帰
っ
て
出
店
を
廻
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
堂
山
の
麓
の
お
寺
に

黒
田
側
の
武
将
の
後
藤
又
兵
衛
の

手
水
鉢
が
あ
る
の
は
歴
史
的
に
見

て
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

四
月
八
日
は
花
祭
り
で
、
こ
れ
も

正
光
寺
で
行
わ
れ
ま
す
。
お
釈
迦

様
の
仏
像
に
甘
茶
を
か
け
て
、
持

参
し
た
水
筒
に
甘
茶
を
貰
っ
て
い

ま
し
た
。 

五
月
四
日
、
五
日
は
岩

戸
見
神
社
の
「
神
幸
祭
」
で
、
楽

打
ち
の
練
習
を
一
か
月
ほ
ど
積
ん

で
、
御
神
輿
の
後
を
鐘
・
太
鼓
鳴

ら
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。 

八
月
の
上
旬
に
は
岩
戸
見
神
社
で

神
楽
を
鑑
賞
し
た
後
、「
俵
替
え
」

が
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

富
く
じ
の
よ
う
な
も
の
で
、
番
号

の
書
か
れ
た
札
（
一
枚
数
十
円
）

を
十
枚
ほ
ど
買
っ
て
団
扇
の
上
に

並
べ
ま
す
。
神
主
さ
ん
が
番
号
札

（
半
紙
を
小
さ
く
切
っ
て
番
号
を
書

い
た
も
の
）
の
入
っ
た
三
宝
の
上

で
お
祓
い
棒
（
棒
の
先
が
馬
の
毛
）

を
振
っ
て
、
毛
先
に
つ
い
た
番
号

が
当
た
り
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
番

号
と
見
比
べ
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
全
体
の
半
分
く
ら
い
が
当
た

り
で
、
日
用
雑
貨
や
お
菓
子
が
当

た
り
、
一
等
は
大
俵
（
米
一
俵
）

で
し
た
。 

八
月
十
三
日
、
十
四
日

は
盆
踊
り
で
初
盆
の
家
を
廻
り
お

菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
を
貰
い
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
一
度
、
家
に

お
い
て
、
次
の
所
へ
と
い
う
感
じ

で
し
た
。 

十
五
日
は
公
民
館
で
盆

踊
り
を
し
た
後
、「
盆
綱
」
が
あ
り

ま
し
た
。
か
ず
ら
で
つ
く
っ
た
綱

を
引
き
、 

最
後
は
真
ん
中
か
ら
切

っ
て
そ
の
綱
を
子
ど
も
た
ち
が
隠

す
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

ま
た
、

こ
れ
は
子
ど
も
の
頃
に
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
九
月
中
旬
に
正

光
寺
で
「
白
い
彼
岸
花
祭
り
」 

が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
行
事
も
少
子
化
の
影
響

で
形
態
を
か
え
て
い
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
実
家
は
十
数
年
前
よ
り
空
き
家

と
な
り
ま
し
た
が
「
週
末
ハ
ウ
ス
」

と
し
て
月
に
二
、
三
度
は
帰
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
時
々
は
小
学

校
の
時
に
毎
日
見
て
い
た
「
本
庄

の
大
楠
」、
天
徳
寺
の
「
大
し
だ
れ

桜
」、
小
・
中
学
時
代
に
キ
ャ
ン
プ

を
し
た
牧
の
原
に
行
っ
て
「
ま
こ

ち
の
里
」
に
寄
っ
た
り
し
て
お
り

ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
の
秋
に
は
「
城

井
ノ
上
城
址
」
に
登
り
「
い
ろ
は

紅
葉
」
の
所
に
下
山
し
ま
し
た
。 

い
ず
れ
実
家
は
「
終
末
ハ
ウ
ス
」
に
、

な
る
の
か
な
？

渡
邊 

智
利

　
（
北
九
州
市
在
住　
66
歳
）

申込・お問い合わせ　築上町社会福祉協議会TEL 0930-56-2223 へお申し込みください。
申込期間　令和 7年 4月 11日まで（土・日・祝日除く８：30～17：00）
開催場所　築上町椎田社会福祉センター「自愛の家」

ち
と
し

受講者募集受講者募集
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築
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  http://chikujyo-shakyo.jp/
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

編
集
後
記

Facebook X（旧Twitter） Instagram

寄
付
金
の
お
礼

香
典
返
し

◆
椎
田
地
区

〔
湊
　
南
〕
則
　
座
　
久
　
恵 

様
（
亡
母
　
辻
美
江
子
様
）

〔
椎
田
中
〕
中
壽
賀
　
雪
　
枝 

様
（
亡
母
　
福
岡
邦
子
様
）

〔
椎
田
南
〕
佛
　
淵
　
正
　
義 
様
（
亡
母
　
禮
子
様
）

〔
西
高
塚
〕
岡
　
部
　
義
　
法 
様
（
亡
母
　
智
代
様
）

　
　
　
　
　
安
　
田
　
　
　
香 
様
（
亡
父
　
保
様
）

　
　
　
　
　
浦
　
岡
　
信
　
男 

様
（
亡
妻
　
紀
代
子
様
）

〔
東
高
塚
〕
末
　
永
　
伊
都
子 

様
（
亡
夫
　
隆
様
）

　
　
　
　
　
髙
　
島
　
貞
　
栄 

様
（
亡
夫
　
徹
也
様
）

〔
宇
留
津
〕
新
　
木
　
真
理
子 

様
（
亡
夫
　
安
利
様
）

〔
坂
　
本
〕
中
　
　
　
幸
　
代 

様
（
亡
夫
　
康
世
様
）

〔
極
楽
寺
〕
木
　
本
　
逸
　
男 

様
（
亡
母
　
恵
美
子
様
）

〔
真
如
寺
〕
有
　
久
　
ミ
ヨ
子 

様
（
亡
夫
　
四
郎
様
）

◆
築
城
地
区

〔
寒
　
田
〕
鶴
　
田
　
タ
エ
子 

様
（
亡
夫
　
友
彦
様
）

〔
櫟
　
原
〕
鱒
　
渕
　
善
　
朗 

様
（
亡
母
　
利
子
様
）

〔
上
本
庄
〕
遠
　
藤
　
光
　
行 

様
（
亡
母
　
房
子
様
）

〔
下
香
楽
〕
森
　
田
　
芳
　
子 

様
（
亡
母
　
西
畑
允
子
様
）

〔
袈
裟
丸
〕
中
　
井
　
フ
ミ
エ 

様
（
亡
夫
　
英
雄
様
）

〔
安
武
第
四
〕
竹
　
中
　
節
　
子 

様
（
亡
夫
　
勝
征
様
）

〔
上
築
城
〕
二
ノ
丸
　
　
　
綠 

様
（
亡
夫
　
信
行
様
）

　
　
　
　
　
中
　
野
　
か
な
え 

様
（
亡
夫
　
大
道
様
）

〔
東
築
城
〕
井
　
上
　
美
　
幸 

様
（
亡
母
　
村
田
豊
子
様
）

〔
上
別
府
〕
川
　
添
　
末
　
男 

様
（
亡
義
理
の
従
姉
　
有
田
佳
子
様
）

〔
下
別
府
〕
山
　
中
　
洋
　
子 

様
（
亡
夫
　
隆
史
様
）

一
般
寄
付

　
實
成
寺
寒
修
行
団 

様

　
辻
自
動
車
工
業
　
株
式
会
社 

様

　
豊
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

様

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
法
人
募
金

　
大
阪
屋
精
肉
店 

様

　
辻
自
動
車
工
業 

株
式
会
社 

様

　
有
本
歯
科
医
院 

様

　
そ
の
他

　
築
上
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会 

様

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
カ
ト
リ
ッ
ク
新
田
原
教
会 

様

　

築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
芳
情
に

対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
浄
財
は
、社
会
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、所
得
税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
（
令
和
６
年
12
月
17
日
〜
令
和
７
年
２
月
14
日
受
付
分
ま
で
掲
載
）

ちくじょう子ども食堂へ食材等のご寄付をいただきました

・井上　俊明 様　・安部味噌製造所 様
・一般社団法人 コミュニティシンクタンク北九州 様
・長壽寺 様　・結いの石窯パン工房 様
・宮崎リハビリテーション医院 様
・ワークランド　こすもす 様
・匿名希望　６名 様

フードバンクへ食品などのご寄付をいただきました

・藤原 様　・吉留　つね子 様
・伊三郎製ぱん　苅田店 様
・一般社団法人 コミュニティシンクタンク北九州 様
・社会福祉法人　英明会 様
・築城郵便局 様
・八津田校区民有志 様
・ワークランド　こすもす 様
・長壽寺 様
・匿名希望　1名 様

（令和6年12月17日～令和7年2月14日受付分まで掲載） （令和6年12月17日～令和7年2月14日受付分まで掲載）

　
昨
年
４
月
に
人
口
戦
略
会

議
で
福
岡
県
の
消
滅
可
能
性

自
治
体
の
１
つ
と
し
て
名
の

上
が
っ
た
築
上
町
で
す
が
、

今
後
は
自
治
会
会
員
、
隣
組

構
成
者
の
人
数
が
大
幅
に
減

っ
て
い
く
中
で
私
た
ち
一
人

一
人
に
求
め
ら
れ
る
の
は
ご

近
所
さ
ん
と
助
け
合
う｢

共

助｣

の
精
神
の
浸
透
や
そ
れ

に
基
づ
い
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
実
践
の
中
で
高

齢
者
の
み
な
ら
ず
、
障
害
の

あ
る
方
や
若
年
者
に
た
い
す

る｢

思
い
や
り｣

の
あ
る
行
動

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
最

終
的
に
は
消
滅
可
能
性
自
治

体
の
行
く
末
は
自
治
体
の
力

さ
え
及
ば
な
い
限
界
集
落
…

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
状
態
に
な
る
前
に
こ

う
い
っ
た
本
来
の
あ
る
べ
き

｢

ま
ち｣

の
姿
を
一
人
一
人
の

力
で
取
り
戻
し
た
い
も
の
で

す
。

広
報
部
会

　
笠 

継
　
秀 

昭

社協だより 2025 年 5月号（No.96）より
発行回数が変わります！

現行：年５回発行（５、７、10、１、３月）
　　　　　　　↓ 
今後：年３回発行（５、７、１月）


